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　　今後の展望について

○椿　雅志、八巻　蔵人、富澤　治、

　平林　直次、飯森　眞喜雄、清水　宗夫

東京医科大学　精神医学教室

P－20

Fast　FLAIR　of　Brain　MRI

　　　　（Dep．　of　RADIOLOGY）
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　近年総合病院治療における精神的ケアの重要性

はますます増大しつつある。当教室においても従

来より行なってきた病院内他科からの対診依頼、

他科との工科業務に関して専門に行うコンサルテ

ーション・リエゾン・サービス（以下CLSと略）

部門を平成6年度より新たに創設し診療に当たっ

ている。今回我々は平成6年度1年間におけるCL

Sの診療結果をまとめたためこの結果を提示し、C

LSの現在の活動状況を検討し、さらには今後の展

望について考察を加えたい。

　今回調査した期間は平成6年4月1日から平成

7年3月31日までの1年間であり、この期間に

当院各科に入院し、何らかの精神科的問題によっ

て当科CLS兼科診療（ミット）となった患者は173

名、男性92名、女性81名、平均年齢51．95±19．51

（mean±std）歳であった。依頼時精神科状態像は、

抑うつ状態29％、せん妄状態29％、不安状態12％

などであった。確定診断としては、せん妄27．3％、

　抑うつを伴う適応障害11．5％、　精神分裂病12．

0％、　痴呆8．7％などであった。

　　以上の結果を検討してみると各科からの依頼

理由としては、　「病棟管理上困難をきたす精神症

状が出現した場合」が多く、　「患者の身体疾患に

伴う不安や、抑うつが存在した場合」でも身体科

治療に支障をきたさない限り依頼は消極的になる

傾向があるように思われた。これは①患者や家族、

医療スタッフの“精神科受診”に対する心理的抵

抗、②主科身体治療の方針と当科的治療を同時に

満たすうえでの困難さ、などの要因が考えられた。

　このような結果から今後身体各科と精神科とが

大学病院診療において患者に最適な治療を提供す

るためには、冊子の身体疾患に対する治療方針を

的確に把握した上で、患者との良好な治療的関係

を持ちながら当科的治療を行うことが重要である

と思われた。

Tl－weighted　images，　Proton　density－weighted

i皿ages　and　T2－weighted　images　have　been　used

for　HRI　diagnosis　of　neurologica1　disorders．

Although　T2－weighted　images　are　thollght　to

be　most　useful　for　detection　of　abnornal　le－

sions，　there　are　also　disadvantages　in　them

such　as；　（1）　high　signal　intensity　of　CSF　will

皿ake　it　difficult　to　detect　lesions　in　the

deep　white　matter　around　the　ventricles　and

the　cerebral　cortex　adj　acent　to　the　flllid；

（2）　brain　tunor　and　edematolls　changes　in　the

surromding　tissue　will　prOduce　s血ilar　int－

ensity　which　disturb　the　understanding　of

the　extent　of　tllmor　invas　ion　To　solve　these

problems，　we　performed　Fast　FLAIR　Seqllences

of　MRI，　that　is　a　modified　Fast　IR　Sequences

of　MRI．　In　additio”　dual　contrast　FLAIR

Sequences　was　condllcted　in　sone　cases　to　pr－

oduce　images　l　ike　T2－weighted　one’　s．　Various

neurologica1　disorders　were　s　tudied　us　ing

this　Seqllences．　The　llsefulness　and　some　pro－

ble皿s　are　reported　in　this　paper．
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